
はじめに
日本産ネクイハムシ亜科の同定には，「アトラ

ス・日本のネクイハムシ」（野尻湖昆虫グルー

プ，１９８５）の絵解き検索が有用である．しかしな

がら，その後の新種・新記録種の追加や分類学的

な細分も行われたため，検索への追加・修正が必

要となっている．もちろん，最新の図鑑や論文を

参照すれば同定できるのだが，文章のみの検索で

あったり，英文であったりで，検索を使いこなせ

る人は少ないと思われる．そこで，「総説・日本の

ネクイハムシ亜科」の執筆にあわせ，新たに絵解

き検索を作成した．近年ではデジタルカメラや画

像編集・作成ソフトが普及しており，これを利用

して写真検索とした．いくつかの種については♂

交尾器の検討が必要であるが，ほとんどの種は双

眼実体顕微鏡で外部形態を観察することで同定可

能である．もちろん，慣れればほとんどの種は肉

眼で同定できるようになる．

検索使用上の注意点など
この絵解き検索を使用する際の注意点を以下に

列記する．

（１）各部位の検討には双眼実体顕微鏡を用い，１０

～２０倍程度の倍率を必要とする．

（２）前胸背板や上翅間室の表面彫刻（点刻，シワ，

微細印刻）の観察には蛍光灯や自然光などの

面的な光源が理想的である．

（３）できるだけ，雌雄を区別しなくても良い形質

を選んで作成したが，オオミズクサハムシ亜

種群とネクイハムシ亜属・イネネクイハムシ

亜属については，区別した方が同定はより容

易になる．

（４）「典型的」な個体の同定について解説したた

め，キヌツヤミズクサハムシとシラハタミズ

クサハムシの識別やオオミズクサハムシ亜種

群の同定は，個体変異により同定が難しい個
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体がいる．

（５）同定には，腹部や腿節基部の色彩が重要であ

り，四角形の台紙上に貼り付けた標本は観察

が困難である．そこで，筆者はネクイハムシ

の標本を三角形の台紙に貼ることを推奨する．

（６）標本の中には脂の染み出しにより，褐色部が

黒くなるものや，毛が観察できないものもあ

り，注意が必要である．

日本のネクイハムシ亜科
以下に日本産の２２種について簡単に解説し，同

定の鍵となる特徴について解説する．絵解き検索

を使用する際に参考にしていただきたい．

�．ミズクサハムシ属 Plateumaris
上翅端がまるく，会合部間室は翅端の直前で途

切れる．じょうぶな産卵管をもつことで，他の属

とは明瞭に区別できる．日本には５種が分布する．

１．アキミズクサハムシ（アキネクイハムシ）

Plateumaris akiensis Tominaga et Katsura

体長６．４７．６mm．体型が太短い．前胸背板は点

刻のみ（ネクイハムシ属と比べて，点刻は小さく，

形はいびつ）．腿節は２色タイプ．産卵管の先端角

度が１２０度近くあり，鋸歯が粗い．見間違える可

能性のある種は，トヤマ（チュウゴク）オオミズ

クサハムシとツヤネクイハムシ．

分布：本州（広島県）．稀種である．

２a．エゾオオミズクサハムシ（基亜種）

Plateumaris constricticollis constricticollis

（Jacoby）

体長７．４１１．０mm．典型的な個体では，前胸が

銅色，上翅が黒紫色で，前胸と上翅の色彩が一致

しない．触角や肢は全体に赤褐色または黄褐色．

産卵管が長く，先端が鋭く尖る．

分布：北海道，本州東北部，国後島．

２b．シナノオオミズクサハムシ

Plateumaris constricticollis babai Chûjô

体長６．９１１．９mm．日本海側の個体は，日本の

ネクイハムシの中では最大級の体長がある．前胸

と上翅の色が一致し，銅色や黒色が多いが，赤や

緑，青色の個体もいる．腿節は２色タイプ．産卵

管が長く，先端も鋭く尖る．

本州中央部に分布．エゾとの分布境界は新潟北

部～福島県北部．

２c．トヤマオオミズクサハムシ

Plateumaris constricticollis toyamensis Tominaga

et Katsura

体長６．６１０．５mm．前胸と上翅の色が一致し，

銅色や黒色が多いが，赤や緑，青色の個体もいる．

腿節は２色タイプ．産卵管はふつうで，先端は直

角に近い角度．小型の個体はアキミズクサハムシ

に似ている．西日本の本種はトヤマオオミズクサ

ハムシとチュウゴクオオミズクサハムシの２亜種

に区分されていたが，筆者らの見解では両者を形

態で区別するのは困難である．

分布：糸魚川－静岡構造線より西側の本州中央

部（富山県，岐阜県，愛知県），中国山地（兵庫，

岡山県）．

３．ヒラシマミズクサハムシ（ヒラシマネクイハムシ）

Plateumaris weisei（Duvivier）

体長６．２８．０mm．前胸背板にシワと点刻が密に

覆う．ほとんどの個体は肢全体が褐色だが，まれ

に２色タイプの個体もいる．このような個体は，

一見，シラハタミズクサハムシと紛らわしい．し

かし，いずれの個体も腿節の基部は褐色である（シ

ラハタミズクサハムシの肢は金属色）．

国内分布：北海道（道南を除く）．

４．キヌツヤミズクサハムシ（スゲハムシ）

Plateumaris sericea（Linnaeus）

体長６．５８．８mm．典型的な個体では，前胸背板

を粗い横シワが多く，中央縦溝は明瞭．肢も含め

て全体に金属光沢が強く，色彩変異が大きい．触

角第３節は第２節よりわずかに長い程度．♂の尾

節板の先端は窪み，♀では切断状か少し窪む．近

縁種のシラハタミズクサハムシにかなり似ている

が，中央縦溝が明瞭で，触角第３節と第２節がほ

ぼ同長，♂尾節板先端が窪み，♀尾節板先端が丸

くなければ，ほぼ間違いなく本種である．

国内分布：北海道，本州，九州，国後，択捉，

佐渡．北・東日本では普通種．

５．シラハタミズクサハムシ（シラハタネクイハムシ）

Plateumaris shirahatai Kimoto

体長６．５８．２mm．前胸背板の横シワは細かい．

肢も含めて全体に金属光沢が強く，色彩変異が大
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きい．触角第３節は第２節より明瞭に長い．♂の

尾節板の先端は切断状で，♀では丸まる．

国内分布：北海道，本州（関東以北）．北海道で

は比較的，普通にみられる．しかし，本州での分

布は局地的．

�．ネクイハムシ属 Donacia
上翅端は切断状で，会合部間室は翅端に達する．

産卵管のキチン化は弱い．種数が多く，形態は多

様である．日本には１６種が分布．

フトネクイハムシ亜属 Donaciomima

ほとんどの日本産ネクイハムシはこの亜属の種

で，「ネクイハムシらしいネクイハムシ」ではある

が，本亜属を定義する形質をみつけるのは難しい．

６．キアシネクイハムシDonacia bicoloricornis Chen

体長８．１１０．０mm．前胸背板は粗い点刻が目立

つ．和名の通り，肢全体が黄褐色の個体が多いが，

暗色部を持つ個体もいる．一見，ホソネクイハム

シと紛らわしいが，翅端の形がふつうの切断状で

あれば，本種である．

国内分布：本州（関東以北）．平地性．

７．フトネクイハムシ Donacia clavareaui Jacobson

体長７．８９．２mm．前胸背板は横シワと点刻があ

り，毛が生えている．腿節の基部は褐色．一見，

ヒラタネクイハムシに似るが，肢の色が異なる．

国内分布：本州（関東以北），九州．平地性．

８．クロガネネクイハムシ Donacia flemora Goecke

体長６．５７．０mm．前胸背板は疎らな横シワと点

刻．体全体が黒色で光沢があり，他種とは容易に

区別できる．

国内分布：本州．

９．アオノネクイハムシ Donacia frontalis Jacoby

体長５．５８．２mm．前胸背板は粗い点刻が目立

つ．肢は全体に金属色で，腿節が太短い．本種は

カツラネクイハムシにきわめてよく似ており，♂

交尾器骨片の検討が必要．しかし，かなり稀な種

である．

国内分布：本州（兵庫県）．

１０．アカガネネクイハムシ

Donacia hirtihumeralis Komiya et Kubota

体長６．５９．２mm．前胸背板は細かな点刻に覆わ

れ，毛が密生する．上翅肩部にも毛が生えている．

肢は全体に赤褐色．毛の状態を確認すれば，他種

と見間違えることはない．

国内分布：本州（関東以北）

１１．キンイロネクイハムシ

Donacia japana Chûjô et Goecke

体長７．０８．９mm．前胸背板は粗い点刻と横シワ

がある．上翅に赤または青色の縦条斑がある．肢

は全体に金属色．上翅の斑紋により，他種と見間

違えることはない．

国内分布：北海道，本州，九州．

１２．カツラネクイハムシ Donacia katsurai Kimoto

体長６．０８．０mm．小型種である．前胸背板は粗

い点刻が目立つ．肢は全体に金属色で，腿節が太

短い．ツヤネクイハムシに似ているが，腿節の基

部に褐色部がないので区別できる．

分布：本州（中部以西），九州．

１３．ツヤネクイハムシ Donacia nitidior（Nakane）

体長５．０６．５mm．小型種である．前胸背板は粗

い点刻が目立つ．肢は２色で，腿節の基部は褐色．

カツラネクイハムシに似ている．小型で体型が似

ているアキミズクサハムシとも見間違えやすい．

分布：本州．

１４．アシボソネクイハムシ

Donacia sparganii gracilipes Jacoby

体長６．５９．５mm．前胸背板は粗い横シワが覆

う．肢，特に後肢が長く，褐色部がない．

国内分布：北海道，本州，択捉，歯舞．本州で

は高山に限られる．

１５．ヒラタネクイハムシ

Donacia splendens Jacobson

体長７．６９．０mm．前胸背板は粗い横シワと点刻

が覆う．上翅間室の横シワは緻密で，斜め方向に

も伸びる．亜種やニセヒラタネクイハムシとの識

別には♂交尾器骨片の検討が必要．

国内分布：北海道，本州．

以下の２亜種に区分されるが，外部形態での識

別は困難．しかし，分布域が異なる．

１５a．キタヒラタネクイハムシ（基亜種）

D. splendens splendens Jacobson，１８９４

国内分布：北海道．

１５b．ヒウラヒラタネクイハムシ（和名新称）

D. splendens hiurai Kimoto，１９８３
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分布：本州（中部以北）．

１６．ニセヒラタネクイハムシ

Donacia tominagai Hayashi

体長７．３８．８mm．ヒラタネクイハムシに酷似

し，しかも混棲する．しかし，本種は全体に黒紫

色で青色の光沢を帯びるため，識別の参考になる．

分布：北海道（大雪山系）．

１７．ホソネクイハムシ Donacia vulgaris Zschach

体長６．０８．９mm．前胸背板は粗く点刻される．

上翅の点刻列を構成する点刻は丸く，間室の横シ

ワは密．翅端外角が丸く突出する．腿節は２色タ

イプ．

国内分布：北海道，本州，国後．

コウホネネクイハムシ亜属 Donacia

肢，特に後肢が長い．♀の尾節板は三角形．♂

腹板にコブ状突起はない．

１８．セラネクイハムシ Donacia akiyamai Komiya

体長５．８８．４mm．前胸背板は横シワが覆う．翅

端は，明瞭な切断状．腹部の褐色部は末端付近の

み．腿節は２色タイプ．肢が細く，イネネクイハ

ムシに似ている．

分布：本州（西部）．

１９．コウホネネクイハムシ Donacia ozensis Nakane

体長７．２８．２mm．前胸背板は横シワが覆う．翅

端は，幅の狭い切断状で，全体に丸い．腿節は２

色タイプ．腹部の褐色部は末端付近のみ．

分布：本州（東部）．

イネネクイハムシ亜属 Cyphogaster

肢，特に後肢が長い．♀の尾節板は三角形．♂

腹板に一対のコブ状突起を持つ．

２０．ガガブタネクイハムシ（ネクイハムシ）

Donacia lenzi Schönfeldt

体長６．１７．３mm．触角の第３節は第２節とほぼ

同じ長さ．腿節は２色タイプ．♂の後腿節は非常

に太く，多くのトゲを持つ．腹部の褐色部は末端

付近のみ．

国内分布：北海道，本州，四国，九州，佐渡．

２１．イネネクイハムシ Donacia provostii Fairmaire

体長６．０７．５mm．触角の第３節は第２節より明

瞭に長い．腹部は中央部～末端まで褐色部がある．

一般に上翅の金属光沢は弱く，褐色を帯びる．腿

節は２色タイプ．尾瀬ヶ原のヒメネクイハムシは

本種のシノニムである．

国内分布：北海道，本州，四国，九州，佐渡，

隠岐，種子島，与那国．

�．キイロネクイハムシ属Macroplea
体全体に金属色を欠く．翅端外角はトゲ状．�
節は筒状で単純．日本には１種のみ．

２２．キイロネクイハムシ

Macroplea japana（Jacoby）

体長３．８４．６mm．全体に黄褐色で，前胸や上翅

に黒色の斑紋や縦条がある．翅端外角にトゲ状の

突起がある．

国内分布：本州，九州．きわめて稀．
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